
調査協力企業用

◇　調 査 対 象　　　小千谷商工会議所の会員企業の中から、卸売業・小売業・製造業・
建設業・サービス業を対象に実施した。

◇　調査対象期間　　令和７年10月～12月期の実績及び令和８年１月～３月期の見通しに
ついて調査した。（前回調査：令和７年７月～９月期）

◇　回 収 状 況 企業中、 企業より回答を得た。 （回答率　 ％）

　

90.8

卸　売　業
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令和８年１月10日 小 千 谷 商 工 会 議 所

業　　種　　概　　況業種
２位 (19.1%) ３位 (17.0%)

サービス業

≪コメント≫◆建築基準法の大改正に伴う事務手続き等のコスト増。(建築工事)　◆人手不足に工事量減少が重
なり収益悪化。今後は協力業者の労務費上昇も見込まれ収益確保が困難な状況が続く。（設備工事）　◆働き方
改革により稼働時間の制限がある中、人材確保のため賃上げを実施したりと費用負担増。（塗装工事）

建　設　業

≪コメント≫◆人手不足が課題。（道路旅客運送）　◆人件費、エネルギー、材料の価格高騰の負担が大きい。
（洗濯・理容）　◆大手飲食チェーン店の進出が決まっており、既存の飲食店への影響が心配。（飲食店）

従業員の確保難 熟練技術者の確保難 人件費の増加

(12.6%)１位

人件費以外の経費の増加 材料等仕入単価の上昇 人件費の増加

(29.7%) ２位

(16.9%)

(15.3%)

１位 (25.5%)

小　売　業

製　造　業

≪コメント≫◆秋口から売上が悪化している。（飲食料品）　◆顧客が高年齢化している。（食料品）　◆昨年
から変わらず物価高により嗜好品の需要が停滞している。（飲食料品）

３位

原材料価格の上昇 需要の停滞 人件費の増加

仕入単価の上昇 消費者ニーズの変化への対応 販売単価の低下・上昇難

仕入単価の上昇 人件費の増加 需要の停滞

１位

３位

２位 (18.6%)

≪コメント≫◆受注量が落ち込んでおり、しばらく回復の兆しが見えない。商談会等で新規取引先を増やしてい
る。（機械器具）　◆新規設備導入よりメンテナンス等でしのぐ顧客のケースが多い気がする。そのため休日作
業が増え、経費はもちろん働き方の問題にも気を使わなければいけない。（機械器具）　◆来年からの値上げの
お願いをして回っている。承知してくれるが、注文が来るか不安。（パルプ・紙・紙加工品）

１位 (25.4%) (15.3%)

１位 (21.1%) ２位 (18.3%) ３位

≪コメント≫◆県外・地元ともに飲食店関連の得意先からの受注が減少している。12月最繁忙期に向けて不安が
残る。（飲食料品卸）　◆コストダウンに努力する。（飲食料品卸）　◆公共事業が減少している。（土石製品
卸）　◆人手不足。技術者も不足している。（建築材料等卸）

(27.8%) ２位 (14.8%) ２位 (14.8%)

18.2

4.0

21.4

19.2

13.0

27.3

32.0

25.0

34.6

61.1

35.1

54.5

64.0

53.6

46.2

38.9

51.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

卸売業

小売業

製造業

建設業

サービス業

合 計

<<今期状況>>
増加 不変 減少

18.2

8.0

17.9

11.5

11.1

54.5

40.0

46.4

46.2

55.6

47.2

27.3

52.0

35.7

42.3

44.4

41.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

卸売業

小売業

製造業

建設業

サービス業

合 計

<<来期見通し>>
増加 不変 減少

本調査結果〔速報版〕を当所ＨＰに掲載しております。次回調査は２月の予定です。今後ともご協力をお願いいたします。
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ＤＩ値 (景況判断指数) について
ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての判断を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き

傾向の回答割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向の回答割合が多いことを示す。従って、売上高

などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ値＝ (増加・好転などの回答割合) － （減少・悪化などの回答割合）

１．売上高の動向（対前年同期比）

２．経常利益の状況（対前年同期比）

３．自社の業況（対前年同期比）

４．業種別・今期の経営上の課題・問題点

会員景況調査結果
10月～12月期
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